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写
真
右
／
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
な
る
色
々
な
材
料
を
前
に
、
参
加
者
は
少
々
　
　
　

　
　
　
不
安
げ
な
様
子
で
、
ハ
ー
ブ
部
会
員
の
製
作
説
明
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

（隔月刊）

発行：2023. 9.30
（令和 5 年 9 月 30 日）

　

９
月
７
日
（
木
曜
日
）
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
受
講
者
は
５
名
と
少
人
数
で
し
た
が
、
ハ
ー
ブ
部
会
員
も

参
加
し
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
材
料
は
ろ
う
そ
く
、
プ
リ
ン
な
ど
の
空
き
容
器
、

花
や
ハ
ー
ブ
の
押
し
花
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
仁
頃
産
（
北
見
仁
頃

地
区
の
和
薄
荷
）
ハ
ッ
カ
油
で
す
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ブ
ル
ー
マ
ロ
ー
、

ハ
ッ
カ
、
カ
モ
ミ
ー
ル
な
ど
を
花
の

見
え
る
位
置
や
色
合
い
を
考
え
な
が

ら
皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
カ
の
香
り
を
加
え
溶
か
し
た

ロ
ウ
を
流
し
込
む
と
部
屋
中
に
爽
や

か
な
香
り
が
漂
い
ひ
と
時
の
癒
し
に

な
り
ま
し
た
。
灯
り
を
と
も
す
瞬
間

を
想
像
し
な
が
ら
キ
ャ
ン
ド
ル
完
成

に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

 　

初
め
て
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
し

た
方
、
初
め
て
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に

見
え
た
方
も
「
楽
し
か
っ
た
、
素
敵

で
す
」
と
嬉
し
い
様
子
で
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
は
準
備
も
大
変

で
す
が
、
共
有
で
き
た
時
間
は
今
後

の
活
動
に
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

写真下／増井講師の指導のもと、フラワーキャン
ドルの製作に没頭する参加者。

写
真
左
／
「
わ
ー
、
こ
ん
な
の
で
き
ち
ゃ
っ

た
！
」、
自
分
の
作
品
に
満
足
？
不
満
？
。
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◎　開催日時：2023 年 11 月 26 日㈰　午前の部（10 時〜 12 時 ８名）・午後の部（13 時〜 15 時８名）

◎　開催場所　：ピアソン記念館２階
◎　講　　師　：増井五夜子氏ほかピアソンハーブ部会員
◎予約チケット：材料費として 1,200 円。（11 月１日よりピアソン会にて予約受付、電話可）。
◎問い合わせ　：NPO 法人ピアソン会（電話 0157-31-1215）ピアソン記念館☎ 23-2546

クリスマスリース作り講習会
第 40 回文化サロン de ピアソン

ピ
ア
ソ
ン
会
ハ
ー
ブ
部
会

　
日
帰
り
研
修
旅
行
報
告
！

　

８
月
３
日
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
「
ハ
ー
ブ
と
ト
ー
ク
と
フ
ー

ド
」
な
研
修
は
、弟
子
屈
・
川
湯
方
面
に
む
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

10
時
30
分
に
は
最
初
の
目
的
地
・
屈
斜
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
へ
集

合
。
ホ
テ
ル
の
庭
園
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
ブ
や
バ
ラ
、
ユ
リ
、

ア
ナ
ベ
ル（
ア
メ
リ
カ
ア
ジ
サ
イ
）の
寄
せ
植
え
等
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
ミ
ン
ト
や
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、
一
つ
一
つ
名
前

を
確
認
し
「
こ
れ
は
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
参
考
に
し
よ
う
」
と
話
し

合
い
な
が
ら
、
新
し
い
花
壇
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
。

☆　

☆　

☆

　

屈
斜
路
湖
の
湖
畔
道
を
走
り
、
続

い
て
「
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
俗

資
料
館
」
へ
。
ス
ケ
ー
ル
は
ウ
ポ
ポ

イ
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
イ

ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
家
「
チ
セ
」
内

部
の
一
部
分
を
再
現
し
た
展
示
や
民

族
衣
装
ア
ッ
ト
ゥ
シ
な
ど
充
実
し
て

お
り
、
こ
ち
ら
も
歴
史
資
料
館
と
し

て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
の
研
修
は
、自
然
を
愛
し
、

食
を
愛
し
、
人
を
愛
す
る
道
東
の
ナ

チ
ュ
ラ
ル
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
「SoRa

」
へ
。
ハ
ー
ブ
を
効
か
せ
た
料
理
を
味

わ
い
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
食
卓
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
ハ
ー
ブ
部
会
の
活

動
の
あ
れ
こ
れ
ト
ー
ク
し
構
想
を
練

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
南
記
） 

グッズの頒布！！
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
事
業
資
金

・
絵
葉
書　

・
押
し
花

・
香
り
袋　

・
手
作
り
石
鹸

・
薄
荷
ス
プ
レ
ー
（
仁
頃
産
）

・
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル

・
ピ
ア
ソ
ン
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

　
　
（
第
一
号
か
ら
第
七
号
）

・
改
訂
版
使
途
は
ふ
た
り
で
立
つ

写真／イナウとコタンクルカムイ

写真／会員の集合写真

出
版
本
紹
介

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
へ
一
冊
の
本

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
者
は
、

か
わ
せ
つ
き
ひ
と
氏
。
北
海
道
出

身
で
埼
玉
県
在
住
の
方
で
す
。
こ

の
方
は
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
ピ
ア

ソ
ン
邸
で
暮
ら
し
て
い
た
、
ア
イ

ヌ
婦
人
の
イ
カ
ン
ノ
さ
ん
の
ひ
孫

に
当
た
ら
れ
る
方
で
す
。

　

か
わ
せ
さ
ん
の
作
品
は
、
ハ

ク
セ
キ
レ

イ
の
ヒ
ナ

た
ち
の
観

察
を
と
お

し
て
「
も

し
、
こ
の
子
た
ち
が
人
間
だ
っ
た

ら
？
」。
作
品
名
は
『
錆
び
た
ポ
ス

ト
』。
単
行
本
「
風
渡
る
空
に
舞
っ

て
」
の
中
７
作
品
の
う
ち
の
一
つ

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
発

行
所
、「
と
り
の
こ
制
作
室
」。
東

京
都
板
橋
区
常
盤
台
３
の
14
の

８
。
電
話050-3557-3350

。

H
ttps://torinoko-studio.com

へ
注
文
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

定
価1500

円
＋
税
。
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the Bancho Girls School
　が使われた部分

・・・・・to Japan she was sent.  
For five years she served first as 
teacher at St.Margaret's Girls School 
in Tokyo, then at the Bancho Girls 
School in the same city, thence 
assigned to country evangelism in 
the capital city of the province of 
Fukushima.・・・・・

－ － from "Ida Goepp Pierson" by 
George P. Pierson   (1937 頃 )

【訳】・・・・・彼女は日本へ派遣さ
れた。最初の五年間は、まず東京の
セント・マーガレット女学校〔立教
女学院〕で、次いで、同市の番町女
学校で教師として奉仕し、その後、
福島県の県庁所在地で田舎伝道を命
ぜられた。・・・・・

出典：『続六月の北見路』の「アイダ・ゲェッ
プ・ピアソン評伝」（小池創造著）

投稿　　                                         　　　　　文責：北原俊之

アイダゲップが来日五年ほどの間に勤めた

Bancho Girls' School とは？
　◆聖公会の呼称では Young Ladies' Institute ◆
　　◆　日 本 名 は　　 静修女学校                ◆
　　　◆　校 長 は　 Miss Martha Aldrich  　◆

　

Ｇ
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン
が
書
い
た
「
ア

イ
ダ
夫
人
の
追
悼
録
」（
左
記
参
照
）
に

は
、
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
が
来
日
直
後
か

ら
数
年
間
は
教
師
と
し
て
奉
仕
し
て
い

た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
ま
ず

〝St. M
argaret's Girls School

〟、
次
に

〝Bancho Girls School

〟
で
教
え
た
と

▼
▼
異
動
の
順
序
を
考
え
る
と
、「
番
町

女
学
校
」
に
行
っ
て
は
い
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
▲
▲

　

来
日
二
年
目
の
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ

　

の
活
動
報
告
を
詳
細
に
見
る

　
　
　

立
教
女
学
校
（
聖
公
会
）
の
記
録

　

ミ
ス
・
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
は
、
立
教

女
学
校
の
昨
年
の
英
語
の
働
き
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

私
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
は
、
主
と
し

て
立
教
女
学
校
の
英
語
教
授
で
あ
る
。

…
…
…
…
中
略
…
…
…
…
直
接
の
伝
道

事
業
の
た
め
の
私
の
時
間
は
限
ら
れ
て

お
り
、
築
地
に
あ
る
小
さ
な
日
曜
学
校

の
生
徒
三
十
五
名
に
教
え
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
生
徒
は
お
も
に
孤
児
で
あ
っ

て
、
そ
の
う
ち
十
二
名
は
最
近
受
洗
し

た
。
昨
年
は
番
町
に
お
い
て
も
日
曜
学

校
を
始
め
た
し
、
一
方
ミ
ス
・
オ
ル
ド

リ
ッ
チ
の
学
校
で
も
教
え
た
。
昨
年
の

冬
は
、
日
曜
日
の
夕
方
、
日
本
人
の
若

い
婦
人
の
た
め
に
小
さ
い
バ
イ
ブ
ル
ク

ラ
ス
を
開
い
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
休
暇

中
、
通
訳
と
と
も
に
地
方
の
三
ヶ
所
の

伝
道
所
を
訪
れ
、
当
地
の
志
願
者
の
求

め
に
応
じ
て
、
婦
人
の
た
め
に
四
つ
の

会
合
を
催
し
た
。
平
均
四
十
名
か
ら

五
十
名
の
出
席
で
あ
っ
た
。(

二
月
号)

　

出
典
：
立
教
女
学
院
九
十
年
史
資
料
集

　
　
　
（
昭
和
四
十
二
年(1967) 

）p.53-54
  　

　

 

「
第
五
十
八
巻
一
八
九
三
年(

明
治　

　
　
　

二
十
六
年
）
五
七
頁
ー
五
八
頁
東

　
　
　

京
立
教
女
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
」

▼
▼
立
教
女
学
院
の
仕
事
に
加
え
地
方
の

伝
道
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
そ
し
て
、「
ミ
ス
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チ

の
学
校
」
が
「
番
町
女
学
校
」
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
▲
▲

　

ミ
ス
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
と
そ
の
学

　

校
に
つ
い
て

　

～
聖
公
会
の
公
式
な
校
名
は

　
　

Young Ladies' Instisute 

～

　
　
　
　

米
国
聖
公
会
の
年
譜
の
記
録

▼
▼
ま
ず
、
ミ
ス
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
の

日
本
派
遣
に
関
し
て
聖
公
会
の
記
録
を

探
し
て
い
る
と
、「
聖
公
会
の
歴
史
的

な
記
録
・
歩
み
」
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
関
係
す
る
部
分
を
ひ
も
と

い
て
ゆ
く
と
、
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
の
こ

と
ま
で
が
、
か
な
り
詳
細
に
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
▲
▲

～
抜
粋
～

　

第
５
章　

１
８
８
８
～
１
８
９
０
年

　

１
８
８
８
年
の
宣
教
師
任
命
は
…
…
、

９
月
12
日
、
ミ
ス
・
マ
ー
サ
・
オ
ル
ド

リ
ッ
チ M

iss M
artha Aldrich

、
教
育

宣
教
師
と
し
て
東
京
のYoung Ladies' 

Institute

を
〔
開
校
、
運
営
〕
す
る
た

め
…
…
10
月
26
日
米
国
出
帆
、
11
月
15

日
東
京
着
、
…
…
…
…
。

　

１
８
８
９
年
…
…
…
…
４
月
20
日
、

ミ
ス
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
が
運
営
す
る
東

京
のYoung Ladies' Institute

が
正
式

に
開
校
し
ま
し
た
。
こ
の
学
校
は
、
上

流
階
級
の
女
子
の
た
め
の
学
校
と
し
て

創
設
さ
れ
、
主
と
し
て
自
活
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
こ
の

学
校
を
創
設
す
る
資
金
は
、〔
米
国
聖
公

会
〕
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
教
区
、
海
外
女
性

宣
教
師
会
が
ほ
ぼ
全
額
を
集
め
た
も
の

で
し
た
。
こ
の
学
校
は
、
開
校
時
は
生

徒
九
名
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
十
九
名
に

ま
で
増
え
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
オ
レ
ゴ
ン
州
イ
ー
ス
ト
・

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
ジ
ョ
ン
・
Ｊ
・
セ
ル

ウ
ッ
ド
医
学
博
士
は
、
医
療
宣
教
師
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
、
ミ
ス
・
ア

イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
は
、
教
育
宣
教
師
と
し

て
採
用
が
予
定
さ
れ
、
次
年
度
の
夏
に

正
式
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
12
月
21
日
、
聖
ト
ー
マ
ス
の
祝
日

に
、
東
京
の
三
一
大
聖
堂
に
お
い
て
ウ
ィ

リ
ア
ム
主
教
が
、
た
い
・
ま
さ
か
ず
牧

師
を
司
祭
に
昇
格
さ
せ
ま
し
た
。

　

１
８
９
０
年
…
…
…
…
10
月
１
日
、

ミ
ス
・
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
と
ミ
ス
・
リ

サ
・
ラ
ヴ
ェ
ル
は
、
日
本
に
向
け
出
帆
し
、

10
月
20
日
に
東
京
に
到
着
し
ま
し
た
。

東
京
に
て
、
ミ
ス
・
ゲ
ッ
プ
は
、
ミ
ス
・

オ
ル
ド
リ
ッ
チ
を
支
援
し
て
「
女
学
校

Young Ladies' Institute

」
の
教
職
に

就
く
よ
う
指
示
を
受
け
ま
し
た
。〔
そ
の

後
〕
ミ
ス
・
ラ
ヴ
ェ
ル
は
、
10
月
29
日

に
大
阪
に
到
着
し
、
ミ
ス
・
ブ
ルM

iss 
Bull

を
支
援
し
、
女
学
校
で
英
語
を
教

え
る
よ
う
指
示
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
：
北
原
）

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
①
赴
任
し
た
学
校
の
順
序

と
し
て
、
最
初
に
「
立
教
」
で
、
そ
の

後
に
「
番
町
」
に
異
動
し
た
と
考
え
る

こ
と
が
正
し
い
の
か
。
②
「
番
町
」
と

は
ど
こ
の
、
ど
の
よ
う
な
学
校
な
の
か
。

そ
の
名
前
は
正
し
い
の
か
。
の
二
つ
の

疑
問
が
生
じ
ま
す
。

　

以
下
に
そ
の
こ
と
を
巡
る
資
料
を
簡

略
に
示
し
な
が
ら
考
察
し
ま
す
。

　
立
教
の
後
は
福
島
の
直
接
伝
道
に

　
配
置
換
え
に
な
っ
て
い
る

　
　
　

立
教
女
学
校
（
聖
公
会
）
の
記
録

　

彼
女
（
ミ
ス
・
ゲ
ッ
プ
）
は
四
ヶ
年

の
奉
職
の
後
、
立
教
女
学
校
を
退
職
し
、

伝
道
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
福
島
に

赴
任
し
た
。
福
島
は
東
京
か
ら
一
六
〇

マ
イ
ル
離
れ
て
い
る
。
後
任
と
し
て
、

ミ
ス
・
パ
ー
ベ
ッ
ク
が
立
教
女
学
校
の

先
生
と
な
っ
た
。

　

出
典
：
立
教
女
学
院
九
十
年
史
資
料
集

　
　
　
（
昭
和
四
十
二
年(1967) 

）

　
　
　
「
第
五
十
九
巻
一
八
九
四
年(

明
治

　
　
　

二
十
七
年
）
四
三
五
頁　

立
教
女

　
　
　

学
校
（
の
報
告
）」
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出
典
：
英
文
『
米
国
聖
公
会
日
本
宣
教
団
の
履
歴

　
　
　

・
沿
革
の
記
録
』（
米
国
聖
公
会
内
外
伝
道

　
　
　

局 1891

）

    　
　

第
五
章　

1888

～1890

年

　

原
文
書
籍
タ
イ
ト
ル
：

　

An H
istorical Sketch of the Japan M

ission

　

of the Protestant Episcopal Church in the 

　

U
.S.A.　

[N
ew

 York
：The D

om
estic and 　

　

Foreign M
issionary Society of the 

　

Protestant Episcopal Church in the U
nited 

　

States of Am
erica,1891.

▼
▼
以
上
の
記
録
か
ら
見
え
て
く
る
こ

と
は
、
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
は
、
最
初
は
、

こ
のYoung Ladies' Institute 

で
教

え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。「
立
教
」
よ
り

先
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
十
分
に
資
料
を
提
示
で

き
ま
せ
ん
が
、
私
の
感
想
で
は
、
ア
フ

リ
カ
に
ゆ
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
ア

イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
が
日
本
に
決
ま
っ
た
の

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
婦
人
部
が
こ
の
学

校
へ
の
支
援
を
強
力
に
進
め
よ
う
と
し

て
そ
の
人
材
と
し
て
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ

に
期
待
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
▲
▲

　

ミ
ス
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
学
校
名

　

は
「
静
修
女
学
校
」

 　
　
　
　
　

明
治
時
代
の
時
事
新
聞

　

明
治
時
代
の
東
京
の
施
設
を
説
明
す

る
新
聞
に
次
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た

○
静
脩
女
學
校

　

静
脩
女
學
校
は
、
明
治
十
七
年
の
頃
、

米
國
婦
人
オ
ー
ル
ド
リ
ツ
チ
の
創
立
に

て
、
初
め
は
開
成
女
學
校
と
稱
し
、
上

六
番
町
十
七
番
地
に
在
り
し
が
、
後
ち

此
處

5

5

に
移
轉
せ
り
、
本
校
は
専
ら
家
庭

教
育
の
方
針
を
以
て
、
子
女
の
淑
徳
を

脩
し
め
む
こ
と
を
期
せ
し
も
、
故
あ
り

て
、
オ
ー
ル
ド
リ
ツ
チ
姉
歸
國
せ
し
か

ば
、
華
族
女
學
校
教
授
渡
邊
筆
子
、
其

の
後
を
襲
ひ
て
、
三
十
年
四
月
ま
で
教

授
の
勞
を
執
ら
れ
た
り
し
が
、
官
命
を

帯
び
欧
州
に
渡
航
せ
る
を
以
て
現
今
元

田
作
之
進
其
主
任
と
し
て
、
教
授
に
斡

旋
せ
ら
る
、
敷
地
凡
そ
五
百
坪
、
洋
風

木
造
建
物
六
十
坪
、
生
徒
は
五
六
十
名

あ
り
華
美
を
競
は
ざ
る
は
、
此
の
校
の

特
色
な
る
べ
し
。

　

出
典
：
風
俗
新
報
臨
時
増
刊　

第
百
九
十
一
號

　
　
　

新
撰
東
京
名
所
圖
會　

　
　
　

第
十
九
編  

麹
町
区　

下
巻
の
二

　
　
　

明
治
丗
二
年
六
月
・
五
日　

東
陽
堂
発
行

※
此
處
5

5

と
は

　

      

麹
町
５
番
町
16

　

女
学
校
の
主
宰
は
石
井
筆
子

　

後
に
津
田
梅
子
に
引
き
継
が
れ
る      

　
　
　
　

研
究
論
文
か
ら
拾
う

２　

石
井
筆
子
の
生
涯
と
福
祉
実
践

　

…
…
…
…
筆
子
は
、
１
８
９
３
年
に
華

族
女
学
校
に
復
職
し
、
幼
稚
部
主
事
に
任

命
さ
れ
る
。
そ
の
頃
か
ら
聖
公
会
が
運
営

し
て
い
る
静
修
女
学
校
に
か
か
わ
る
。
静

修
女
学
校
の
前
身
の
開
成
女
学
館
は
、
聖

公
会
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
教
区
婦
人
会
の
基

金
に
よ
り
、
１
８
８
８
年
に
東
京
の
神
田

小
川
町
に
創
立
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
で
あ
っ
た
。
筆
子
は
教
師
か
ら
や

が
て
学
校
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
り
、
静

修
女
学
校
と
改
称
し
、
１
８
９
３
年
に
麹

町
五
番
町
に
移
転
す
る
。
校
舎
は
イ
ギ
リ

ス
人
の
住
居
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の

で
、
英
語
、
国
語
、
算
数
、
歴
史
の
ほ

か
、
躾
や
華
道
、
琴
、
人
形
制
作
、
料
理

な
ど
も
教
え
て
お
り
、
宣
教
師
が
経
営
す

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
は
異
な
る
特

徴
を
も
っ
て
い
た
（
眞
杉 2000

：16

）。

　

筆
子
は
生
徒
が
２
、３
人
に
な
り
細
々

と
運
営
さ
れ
て
い
た
学
校
を
生
徒
40
人

以
上
に
成
長
さ
せ
た
が
、
学
校
の
経
営

は
筆
子
の
犠
牲
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

お
り
、
昼
間
は
華
族
女
学
校
に
努
め
、

朝
夕
は
静
修
女
学
校
で
寄
宿
生
と
と
も

に
過
ご
す
日
々
で
あ
っ
た
。

　

…
…
…
…
１
８
９
９
年
に
華
族
女
学

校
を
退
職
し
、
静
修
女
学
校
の
建
物
と

在
校
生
を
津
田
梅
子
の
女
子
英
学
塾
に

譲
っ
た
。
そ
し
て
、
１
９
０
３
年
６
月
、

筆
子
は
麹
町
博
愛
教
会
で
亮
一
と
結
婚

式
を
あ
げ
る
…
…
…
…
。

　

出
典
：
活
水
論
文
集 

第
五
十
六
集
：

　
　
「
岩
永
マ
キ
と
石
井　

筆
子
の
福
祉

　
　

実
践
の
時
代
背
景
」（
德
永
幸
子
）

　

静
修
女
学
校

　
　
　

最
初
の
卒
業
生
と
校
舎

　
　
　
　
　
　

聖
公
会
の
記
録
よ
り

静修女学校の面影

津田塾草創期校舎（五番町校舎）

　
【
写
真
右
】
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
学
校
の
最

　
初
の
卒
業
生
：
左
か
ら
ミ
ス
・
マ
ー
サ
・

　
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
校
長
、
ミ
ス
・
タ
カ
・
サ

　
カ
ハ
シ
、ミ
ス
・Furnichi

〔
つ
づ
り
不
明
〕、

　
ミ
ス
・
ヒ
ロ
セ

　

出
典
：The Spirit of m

issions. 

　
　
　
　

v.57 1892.  p.404

　

今
月
の
と
び
ら
〔
頁
〕
の
写
真
は
、

日
本
の
東
京
に
あ
る
女
学
校
の
落
成
新

館
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
こ
の
建
物
は
、

〔
聖
公
会
〕
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
女
性
会
員
部

会
の
惜
し
み
な
い
大
き
な
努
力
に
よ
っ

て
募
金
・
献
金
さ
れ
た
資
金
を
も
と
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
学
校
の

校
長
で
あ
る
ミ
ス
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
は
、

次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
１
年
間
は
、
21
人
の
若
い
女
性

た
ち
（
そ
の
う
ち
４
人
は
寄
宿
生
）
が

学
ん
で
い
て
、
英
語
学
習
を
主
目
的
と

し
て
励
ん
で
い
ま
す
。」

　
「
こ
の
学
校
の
こ
の
１
年 [1892 - 

93]

の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
在
籍
生

徒
中
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
割
合
と
絶

対
数
が
大
き
く
、
開
校
以
来
ま
す
ま
す

増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
は
校
内
で

バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
を
２
つ
担
当
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
講
義
に
対
し
、
生
徒
た

ち
が
、
食
い
入
る
よ
う
に
興
味
関
心
を

持
っ
て
聴
き
、
意
欲
的
に
理
解
し
よ
う

と
す
る
様
子
に
、
私
は
大
い
に
感
激
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
講
義
の
他
に
、
日

曜
日
の
朝
に
は
10
歳
と
12
歳
の
女
児
を

教
え
る
ク
ラ
ス
を
１
つ
、
そ
れ
に
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
の
既
婚
女
性
を
教
え
る
ク

ラ
ス
を
週
に
１
つ
持
っ
て
い
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
：
北
原
）

　

出
典
：The Spirit of m

issions. 

　
　
　

v.58 1893.  p.394

記
事
訂
正
お
願
い
！

　

前
回
会
報
１
１
１
号
２
ペ
ー
ジ
上
段
11

行
中
央
の
《
一
名
女
性
ボ
ー
カ
ル
（
フ

ル
ー
ト
）》
部
分
を
削
除
し
、《
一
名
男

性
（
ギ
タ
ー
）》
と
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。
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関
連
す
る
参
考
事
項

　

静
修
女
学
校
の
動
静
と
滝
廉
太
郎

　

と
の
か
か
わ
り

      　
　
　

研
究
論
文
か
ら
拾
う

　

…
…
…
…

　

し
か
し
、
滝
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ

た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

滝
は
、
明
治
33
（1900

）
年
10
月
、
21

歳
で
、
日
本
聖
公
会
の
博
愛
教
会
（
現

在
の
聖
愛
教
会
）
に
お
い
て
洗
礼
を
受

け
て
い
る
。
滝
の
作
曲
活
動
は
、
受
洗

し
た
明
治
33
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
最

も
充
実
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

…
…
…
…
中
略
…
…
…
…

　

音
楽
学
校
時
代
の
滝
と
キ
リ
ス
ト
教

の
関
わ
り
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

滝
は
留
学
直
前
の
明
治
33
（1900

）

年
10
月
７
日
、
麹
町
区
（
現
在
の
千
代

田
区
）
上
五
番
町
に
あ
っ
た
日
本
聖
公

会
の
博
愛
教
会
で
洗
礼
を
受
け
て
い

る
。
司
式
は
元
田
作
之
進
（1862

～

1928

）
で
あ
る
。『
聖
愛
教
会
百
年
史

　

聖
愛
の
友
』（1989

）
に
よ
る
と
、

元
田
は
、
当
時
立
教
中
学
校
の
校
長
を

務
め
る
か
た
わ
ら
、
明
治
29
（1896

）

年
か
ら
博
愛
教
会
で
主
任
長
老
（
牧
師
）

と
し
て
活
発
な
牧
会
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
同
年
10
月
28
日
、
滝
は
Ｊ
・
マ
キ

ム
主
教
（John M

cKim

、1852

～

1936

）
よ
り
、
堅
信
を
受
け
る
。
日
本

聖
公
会
で
は
、
洗
礼
、
堅
信
を
経
て
、

正
式
に
教
会
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。

　

当
時
、
博
愛
教
会
は
静
修
女
学
校
内
に

あ
り
、
礼
拝
は
校
舎
の
一
部
を
借
り
て

行
わ
れ
て
い
た
。
明
治
33
（1900

）
年

11
月
に
上
二
番
町
に
聖
堂
が
新
築
さ
れ
、

翌
年
１
月
３
日
に
マ
キ
ム
主
教
に
よ
り

聖
堂
聖
別
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
か
ら

「
博
愛
教
会
」
の
名
称
は
、「
聖
愛
教
会
」

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
滝
は
、
明
治
32

（1899

）
年
よ
り
麹
町
区
上
二
番
町
に
居

住
し
て
お
り
、
新
築
さ
れ
た
聖
愛
教
会
聖

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

堂7

と
は
目
と
鼻
の
先
で
あ
っ
た
。
滝
が
聖

公
会
の
信
徒
と
な
っ
た
の
は
、
単
に
近
く

に
あ
っ
た
教
会
が
聖
公
会
だ
っ
た
と
い

う
理
由
だ
け
で
は
な
い
。
滝
の
音
楽
学
校

入
学
時
代
か
ら
研
究
科
ま
で
の
同
級
生
、

杉
浦
チ
カ
（
旧
姓
高
木
）
の
影
響
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

出
典
：
プ
ー
ル
学
院
大
学
研
究
紀
要

　
　
　

第
54
号　

2013

年
，121

～135

　
　
　

滝
廉
太
郎
の
音
楽
作
品
に
お
け
る

　
　
　

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
由
美
子
）

※
註
：
新
築
さ
れ
た
聖
愛
教
会
聖
堂

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

　
　

と
は
、
右
記
の
「
静
修
女
学
校
最
初
の

　
　

卒
業
生
と
校
舎
」
の
写
真
で
あ
る
と
推

　
　

測
さ
れ
ま
す
。（
北
原
）

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
に
あ
る

　

ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
で

　

ア
イ
ダ
夫
人
が
津
田
梅
子
を
語
る

　

１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
５
月
４
日
（
木
）

      　
　
　
　

大
学
の
機
関
誌
よ
り

　

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
使
夫
妻
が
公
休
に
よ

り
帰
国
し
て
い
た
際
に
、
ア
イ
ダ
夫
人

は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
に
あ
る

ブ
リ
ン
マ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の
集
会
で
講

話
を
し
た
記
録
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

ブ
リ
ン
マ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
で
学
生
が

主
体
と
な
り
発
刊
し
て
い
た
、
日
本
で

言
え
ば
生
徒
会
機
関
誌
の
よ
う
な
雑
誌

で
、
説
明
に
よ
る
と
『
文
芸
誌
』
と
評

さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
大
学
の
動
き
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
学
内
の
活
動
行
事
記
録
」
の
ペ
ー
ジ

に
事
柄
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
４
日
〔
木
〕、
大
学
の
公
式
行
事

と
し
て
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ユ

ニ
オ
ン
〔
学
生
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
団

体
〕
主
催
の
特
別
集
会
で
、
ピ
ア
ソ
ン

夫
人
が
、『
日
本
の
ミ
ス
・
ツ
ダ
の
学
校
』

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

※
訳
者
註
：

　

※
ミ
ス
・
ツ
ダ
の
学
校
と
は

　
　

女
子
英
学
塾
＝
津
田
塾
の
こ
と

　

※
文
芸
誌
と
は

　
　
『Tipyn O

'Bob

』

　

大
学
の
説
明
で
は
、
こ
の
雑
誌
は
、
学

生
の
出
版
物
で
文
芸
雑
誌
で
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。
毎
月
発
行
。
一
九
〇
三
年
～

一
九
一
八
年
ま
で
こ
の
名
前
で
刊
行
さ
れ
て

い
た
。

　

※
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
と
は

　
　
　
　

Bryn M
aw

r College

　

一
八
八
五
年
創
立
。
伝
統
あ
る
名
門
女
子

大
学
七
校
の
一
つ
で
、
国
際
的
な
評
価
も
高

い
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
。
ア
メ
リ

カ
の
女
子
大
の
中
で
初
め
て
博
士
課
程
ま
で

の
大
学
院
教
育
を
女
子
に
授
け
た
。
明
治
初

期
に
官
費
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
津
田

梅
子
（
津
田
塾
大
学
の
創
設
者
）
が
学
ん
だ

由
縁
で
、
津
田
塾
大
学
と
姉
妹
校
に
な
っ
て

い
る
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
西
校
外
11
マ
イ
ル

（
18
㎞
）
に
一
三
五
エ
ー
カ
ー
の
キ
ャ
ン
パ
ス

を
構
え
、
そ
の
敷
地
内
に
は
四
〇
棟
の
校
舎

が
建
っ
て
い
る
。

　

※
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
留
学
生  

　
　
　
　
　

初
期
の
記
録
の
一
部
分

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
日
本
の
女
子

教
育
の
発
展
に
貢
献
し
た
多
く
の
女
性
が
ブ

リ
ン
マ
ー
大
学
に
留
学
し
た
。

　

・
津
田
梅
子 - 1889

年
入
学
ー1892

年

　
　

卒
業
。
帰
国
後
、
女
子
英
学
塾
（
後
の

　
　

津
田
英
学
塾
、
現
・
津
田
塾
大
学
）
を

　
　

創
立
し
た
。

　

・
松
田
道 - 1893

年
以
降
に
１
度
、
２
度

　
　

目1908

か
ら1911

年
ま
で
ブ
リ
ン
マ

　
　

ー
大
学
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
。
同
志
社

　
　

女
子
専
門
学
校
（
現
：
同
志
社
女
子
大
学
）

　
　

校
長
。

　

・
河
井
道 - 1900

年
～1904

年
卒
業
。

　
　

恵
泉
女
学
園
創
立
者
、
日
本
Ｙ
W
Ｃ
Ａ

　
　

同
盟
総
幹
事

　

・
鈴
木
歌 - 1904

～1906

年
卒
業
。
華

　
　

族
女
学
校
（
現
：
学
習
院
女
子
中
・
高

　
　

等
科
）
教
授
。

　

・
木
村
文
子 - 

東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

　
　
（
現
：
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
教
授
。

　

・
星
野
あ
い - 

津
田
塾
大
学
学
長

                   　
　
　
　
　
　
　

  （
作
：
北
原
）

※
お
こ
と
わ
り

　

記
事
中
の
写
真
と
女
学
校
、
教
会
に
つ
い

て
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
住
所
に
つ
い
て
、

改
め
て
整
理
、
確
認
、
点
検
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
記
事
は
統
一
性
が
欠
け
て

い
ま
す
の
で
、
各
種
の
情
報
を
提
供
し
た
点

だ
け
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

静
修
女
学
校
は
五
番
町
校
舎
を
津
田
塾
に

引
き
継
い
だ
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。

　

お
読
み
く
だ
さ
っ
た
皆
様
か
ら
何
か
し
ら

情
報
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

近
藤
直
作
・
ギ
ザ
夫
妻
肖
像
画

　

２
階
展
示
室
【
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
ゆ
か

り
の
人
々
】
の
コ
ー
ナ
ー
壁
面
に
、
ピ

ア
ソ
ン
夫
妻
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た

近
藤
夫
妻
の
肖
像
画
を
、
よ
り
見
映
え

す
る
よ
う
展
示
替
え
を
し
ま
し
た
。

　

佐
呂
間
で
の
牧
場
経
営
時
代
に
は
「
六

月
の
北
見
路
」
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
著
で
写

真
入
り
で
記
録
さ
れ
る
な
ど
、
終
生
ピ

ア
ソ
ン
夫
妻
と
交
流
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
肖
像
の
作
画
は
、
近
藤
夫
妻
の
ご

子
息
故
近
藤
治
義
牧
師
（
小
樽
シ
オ
ン

教
会
）
の
友
人
で
あ
っ
た
、
名
画
「
朝

の
祈
り
」
で
知
ら
れ
る
画
家
、
林
竹
治

郎
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
肖
像
画
は
、

２
０
０
３
年
５
月
に
直
作
氏
三
女
故
安

藤
正
枝
（
当
時
室
蘭
89
歳
）
さ
ん
よ
り
、

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

『
仲
の
良
か
っ
た
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
い
つ

ま
で
も
一
緒
の
家
に
い
て
ほ
し
い
か
ら

…
…
』
と
の
強
い
思
い
か
ら
で
し
た
。
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８
月
は
全
国
的
に
異
常
な
暑
さ
が
続
き
ま
し

た
が
、
北
見
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

37
度
を
超
え
る
日
も
あ
り
、
三
柏
の
杜
の
木
々

に
守
ら
れ
て
建
つ
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
も
、
た
ま

ら
ず
扇
風
機
を
使
う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
か
ら
、
正
面
玄
関
屋
根
の
補
修
工

事
が
始
ま
り
、
現
在
庭
に
面
し
た
ベ
ラ
ン
ダ
の

出
入
り
口
を
、
臨
時
の
入
館
口
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
。
当
然
、
１
階
展
示
室
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
配
置
も
工
夫
を
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
工

事
は
10
月
上
旬
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

　

９
月
７
日
に
「
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
」
の

製
作
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
好
評
で
し
た
。

そ
の
後
、
ハ
ー
ブ
部
会
で
製
作
し
た
キ
ャ
ン
ド

ル
を
グ
ッ
ズ
販
売
で
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
ク
リ

ス
マ
ス
時
期
の
準
備
な
の
か
、
結
構
購
入
さ
れ

て
行
く
方
が
い
ま
す
。
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
で
ひ

と
時
を
過
ご
す
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

今
年
も
あ
と
３
ヶ
月
。
会
員
の
皆
様
の
ご
意

見
や
ご
報
告
を
会
報
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
41
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
３
・
７
・
27
（
木
）　

　

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら
こ
ん
に
ち
は　

◆
日
本
で
は
、
極
端
な
暑
さ
が
続
い
て

い
る
と
、
こ
こ
に
い
て
も
分
か
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
が
十
分
に
対
応
さ
れ
て

い
ま
す
よ
う
に
。
こ
ち
ら
は
冬
季
で
す
。

南
島
の
山
間
部
道
路
や
北
島
中
央
部
の

デ
ザ
ー
ト
・
ロ
ー
ド
は
雪
の
た
め
に
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
私
は
先
週
木
曜
日
に
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ

ま
で
南
下
し
、
日
曜
日
に
は
フ
ァ
ン
ガ

パ
ラ
オ
ア
へ
戻
る
予
定
で
す
。
外
気
は

冷
た
く
、
湿
気
も
あ
り
、
主
に
屋
内
で

テ
レ
ビ
や
読
書
な
ど
で
過
ぎ
て
い
ま
す
。

先
日
、
果
樹
園
で
り
ん
ご
の
木
を
剪
定

し
ま
し
た
。
樹
木
の
状
態
が
良
さ
そ
う

な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
で
す
。
今
年

も
ま
た
良
い
収
穫
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
剪
定
し
て
い
る
と
き
に
放
牧
地
の
子

牛
が
様
子
を
見
に
来
、
近
隣
の
牧
草
地

で
の
子
羊
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

こ
の
季
節
で
姿
を
見
た
の
は
初
め
て
で

し
た
。
池
に
は
多
く
の
水
が
あ
り
ま
す
。

か
も
が
頭
上
を
飛
ぶ
の
を
見
ま
し
た
が
、

池
に
は
何
も
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
先
週
土
曜
日
朝
、
川
辺
近
く
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
行
き
ま
し
た
。
天
候
が
良
く

大
勢
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
売
店
が
食
べ
物
や
手
工
芸
品
を
販

売
し
て
い
ま
し
た
。
川
船
の
ワ
イ
マ
リ

エ
は
桟
橋
に
停
泊
し
て
い
ま
し
た
。
航

行
は
九
月
の
新
シ
ー
ズ
ン
に
始
ま
り
ま

す
。
川
沿
い
や
町
の
古
い
通
り
を
散
策

し
ま
し
た
。
雰
囲
気
は
親
し
み
が
感
じ

ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
自
転
車
や
犬
の

散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
中
古
書

店
で
は
さ
ら
に
多
く
の
掘
り
出
し
物
を

見
つ
け
ま
し
た
。

◆
明
日
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
と
フ
ェ
イ
ル

デ
ィ
ン
グ
家
畜
セ
ー
ル
を
見
に
行
く
予

定
で
す
。
前
の
シ
ー
ズ
ン
に
売
り
に
出
さ

れ
た
中
の
最
後
の
も
の
で
す
。
最
近
の

売
値
は
下
が
り
、
早
い
時
期
の
頃
よ
り
も

ず
っ
と
安
く
な
っ
た
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
は

言
っ
て
い
ま
す
が
、
二
人
と
も
、
最
高
の

も
の
を
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
北
見
の
皆
様
方
に
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

２
０
２
３
・
８
・
28
（
月
）

　

日
本
へ
の
旅
行
プ
ラ
ン

◆
お
便
り
と
最
新
の
「
ピ
ア
ソ
ン
便
り
」

(N
o.111)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
見
は
今
月
も
大
変
な
暑
さ
と
分
か
り

ま
す
。
皆
様
方
が
よ
く
対
処
さ
れ
、ま
た
、

気
温
も
よ
り
快
適
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

◆
こ
こ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
例
年

よ
り
寒
い
の
で
す
が
、
今
、
春
の
兆
し

が
見
え
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
て
の
子

羊
た
ち
も
寒
さ
の
中
を
生
き
延
び
て
す

く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
。
木
蓮
が
満
開

で
、
私
の
プ
ラ
ム
の
木
に
も
初
め
て
の

花
が
い
く
つ
か
見
え
ま
す
。
気
温
が
上

が
っ
た
時
の
た
め
に
種
芋
を
用
意
し
ま

し
た
。
私
も
家
族
た
ち
も
皆
元
気
で
す
。

◆
今
年
初
め
の
日
本
旅
行
が
と
て
も
素

晴
ら
し
く
て
、
こ
の
秋
に
ま
た
旅
行
に

出
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
う
す

で
に
海
外
旅
行
の
予
約
を
し
ま
し
た
。

10
月
18
日
水
曜
日
に
千
歳
空
港
着
、
11

月
20
日
月
曜
日
に
帰
途
に
着
き
ま
す
。

そ
の
間
に
、
北
見
の
友
人
皆
さ
ま
方
に

再
び
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

10
月
27
日
金
曜
日
に
札
幌
を
Ｊ
Ｒ
で
出

発
し
、
11
月
３
日
金
曜
日
に
札
幌
へ
戻

る
計
画
で
す
。
皆
様
方
に
お
会
い
す
る

の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

◆
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド　

２
０
２
３
・
９
・
17
（
日
）

　

返　

信

◆
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
見
の
気
温
も
や
っ
と
少
し
凌
ぎ
や
す

く
な
っ
た
の
は
ホ
ッ
と
す
る
こ
と
で
す
。

今
は
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
へ
来
て
い
ま
す
。

今
日
は
太
陽
が
出
て
い
ま
す
が
、
風
は

強
く
、
夜
分
は
ま
だ
冷
え
込
み
ま
す
。

◆
果
樹
園
の
プ
ラ
ム
の
花
は
ほ
と
ん
ど

咲
き
終
わ
り
、
葉
が
出
始
め
ま
し
た
。

り
ん
ご
の
花
は
ま
だ
で
す
。
木
の
枝
に

吊
る
す
新
し
い
コ
ド
リ
ン
ガ
（
注
）
取

り
器
を
買
い
ま
し
た
が
、
風
が
止
む
ま

で
は
待
ち
ま
す
。

　
（
注
　
シ
ン
ク
イ
ガ
の
一
種
・
幼
虫
は

　
　
　
り
ん
ご
の
果
肉
で
成
長
す
る
）。

◆
昨
日
、
土
曜
朝
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
あ
る
町
へ
行
き
ま
し
た
。

天
候
は
快
適
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の

人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も

よ
り
出
店
は
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
食
べ

物
や
手
工
芸
品
で
し
た
。
古
い
蒸
気
船

ワ
イ
マ
リ
エ
は
乗
船
客
が
乗
れ
ば
い
つ

で
も
出
港
・
川
を
遡
る
よ
う
準
備
が
整
っ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
昔
の
タ
ウ
ン
・

ブ
リ
ッ
ジ
今
の
タ
ウ
ポ
・
キ
ー
（
埠
頭
）

沿
い
に
下
流
へ
歩
き
、
川
向
こ
う
の
ヒ

ル
サ
イ
ド
の
古
い
家
並
み
が
良
い
景
観

で
し
た
。
タ
ウ
ポ
・
キ
ー
は
釣
り
に
は

格
好
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
一
人
の
釣
り

師
が
良
い
型
の
カ
ハ
ワ
イ
を
手
繰
り
寄

せ
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
河
口
付
近
で
し
ば
し
ば

釣
ら
れ
る
魚
で
す
。

◆
強
風
で
も
、
チ
ュ
ウ
ヒ
や
鷹
が
谷
の

上
空
を
旋
回
し
、
遠
く
の
牧
草
地
に
は

子
羊
を
連
れ
た
羊
た
ち
が
見
え
ま
す
。

◆
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
を
立
つ
前
に
種

芋
を
植
え
た
じ
ゃ
が
い
もnadine

は
も

う
勢
い
の
良
い
若
葉
が
出
ま
し
た
。
次

の
品
種
ジ
ャ
ー
ジ
ーbines

は
帰
っ
て
か

ら
の
予
定
。
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
へ
は

来
週
の
土
曜
日（
９
／
23
）に
戻
り
ま
す
。

◆
北
見
の
友
人
方
に
宜
し
く
お
伝
え
を
。

　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

写
真
左
／
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
公
園
の
放
牧
地


